英語科学習指導案

１　日時　　　　　平成18年1月30日（木）　5校時(13:30~14:20)

２　対象　　　　　普通科国際教養コース１年１組 発展コース20名 （女子16名　男子4名）

３　場所　　　　　選択Ⅱ教室

４　授業者　　　　教諭　淀川幸子

５　科目　　　　　総合英語

６　教材　　　　　Voyager English CourseⅠ（第一学習社）
７　単元　　　　　Lesson 9　My Heart Will Go On

８　単元について

○教材観

　　　　Celine Dionが幼いころからの夢に挑戦し実現する過程，映画｢タイタニック｣の主題歌My Heart Will Go OnにCeline Dionが寄せる思いや，彼女の人間性などについて描かれている。彼女が世界進出の為に，英語を２ヶ月で習得したことは，生徒にとって良い刺激になり，英語が母語でない同じ状況にいる私たち英語学習者にとって，比較的馴染みやすい教材である。

○生徒観

　１年１組36名を，習熟度によって「発展クラス」と「標準クラス」に分けたうちの「発展クラス」である。その20名のうち，英検準２級取得者が20名（クラス全体では31名），２級取得者が2名おり，ＧＴＥＣの平均は537点（クラス全体では479点）である。12月に三週間のニュージーランドにおけるホームステイを経験し，英語学習に対する意欲はさらに高まっている。

○指導観

この教材を通じて，英語が母語でないCeline Dionが，世界に進出するためにわずかな期間で英語を修得したことを，生徒自身の英語学習に対する意欲に繋げていきたい。また，Celine Dionがカナダから世界のスーパースターに成長していく姿を，生徒のこれからの人生観に重ね合わせ考えさせたい。

また，行間を読み取らせたり，本文の内容についての感想や意見なども自由に出させる自己表現活動を多く取り入れながら，最終的に自分の言葉で本文を要約させたい。

９　単元の目標    

（１）Celine Dionの誕生から，My Heart Will Go Onとの運命的な出会い，世界進出の為に行った懸命な努力などについて理解することができる。

（２）分詞構文，仮定法過去，be＋形容詞＋that-節，関係副詞where，when，whyなどの文法事項に習熟する。

１０　単元の評価規準

	ア　関心・意欲・態度
	イ　表現の能力
	ウ　理解の能力
	エ　知識・理解

	[言語活動への積極的な取り組み]

①聞くことの言語活動に積極的に取り組んでいる。


	[正確な表現]

①読み取った内容を参考として，自分の考えを英語で表現することができる。

[適切な表現]

②読んだ内容について，概要や要点を書くことができる。
	[正確な聞き取り]

①映画を観て，正しく聞き取ることができる。

[適切な読み取り]

②書かれていることの要点を把握することができる。
	[言語についての知識]

①本単元の言語材料に関する知識をもっている。




１１　指導と評価の計画（全６時）

	時
	学習内容
	評　　価

	
	
	関
	表
	理
	知
	評価規準
	評価方法

	１
	Lesson 9 
Introductory dialogueおよびQ&A
	○
	
	○
	
	ア①

ウ②
	活動の観察

	２
	Lesson 9 Grammar and Structure 

関係副詞・分詞構文・be＋形容詞＋that-節
	
	
	
	○
	エ①
	活動の観察

	３
	Lesson 9 (Part 1)


	
	○
	○
	
	イ②

ウ②
	活動の観察

	４
	Lesson 9 (Part 2)


	
	○
	○
	
	イ②

ウ②
	活動の観察

	５
	Lesson 9 (Part 3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎本時
	
	○
	○
	
	イ②

ウ②
	活動の観察

	６
	Lesson 9 (Part 4)


	
	○
	○
	
	イ②

ウ②
	活動の観察

	７
	Lesson 9 (Part 5)


	
	○
	○
	
	イ②

ウ②
	活動の観察

	８
	Lesson 9 練習問題 
	
	○


	
	○
	イ①

エ①
	活動の観察

	９
	DVDを使用した活動
	○
	
	○
	
	ア①

ウ①
	活動の観察


１２　本時の展開

（1） 本時の目標

a)聞くこと　 文章を聞いて，概要の理解を問う３つの質問に，２つ以上答えることができる。

b)読むこと　文章を読んで，読んだ内容について対話をしたり，行間を読み取ることができる。 

c)書くこと　 文章を読んで，その要約を，２分程度で30語以内で書くことができる。

d)話すこと　自分の考えを，時々メモを見ながら60秒程度で話すことができる。

（２）観点別評価規準

[表現の能力]　読んだ内容について，概要や要点を書くことができる。

[理解の能力]　書かれていることの要点を把握することができる。

（３）準備物

　教科書，ワークシート，ＣＤ，時計

（４）学習の展開
	時間
	活動
	生徒の活動
	指導上の留意点
	評価規準
	評価方法

	(3分)
	復習
	前時の復習
Part2のCDを聞き,内容を思い出し，質問に答える。
	Part2のCDを聞かせ,内容を思い出させ，質問の答えがその要約となるようにする。
	
	

	(5分)
	導入
	Pre-reading QuestionSTEP 1を考えながら，本文(Part3)のCDを聞く
質問に英語で答える
CDを聞き，新出単語をリピートし，発音確認

再度本文(Part3)のCDを聞く
	概要がつかめるような，簡単な質問をし，分かった生徒に挙手させる。
	
	

	(15分)
	展開
	１．Part３の内容理解
 以下の内容に注意する
【文法事項】
 1.関係副詞
 2.仮定法過去 

【内容把握】
 1. カナダでの活躍（アメリカ進出まで）
 2. 言語習得し，世界の舞台へ
２．Ｔ/Ｆに答えるSTEP 2
	ワークシートの裏面を使用し，なるべく日本語を見ずに理解するよう促す。


	ウ②
	観察

	(6分)


	
	（自己表現①）STEP 3＊ペアワーク
自分の例文を言い，相手の例文を聞く。


	相手の例文も参考にして，発表させる。

１分以内で出来るだけ多くの文を言わせる。
	
	

	(6分)
	
	音読
（音読１）コーラスリーディング
（音読２）（ＣＤを使って）オーバーラッピング
（音読３）（ＣＤを使って）シャドゥイング
	大きな声で発音するよう注意を促す。
	
	

	(10分) 


	
	（自己表現②）STEP 4＊ペアワーク
1． 段落ごとに，本文を自分の英語で言い換える。

２．　言い換えた文を発表し確認する。
	言い換えた文を発表させ，訂正を加えたり，他の表現を与える。
時間がなければ，2～３文抜粋する。
	
	

	(5分)


	まとめ
	（自己表現③）STEP 5
１．　段落のキーワードなどを考える。
２．　キーワードなどをヒントに，Part3の要約文（30語以内）を２分以内で書く。
	要約を発表させる。

次時の連絡
	イ②
	観察


